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標準化確立による
設計部門の変革　

「負のスパイラル」脱却への道標と
なったセミナーでの学び

工場診断を元にしたステップごとの
活動提案が導入の決め手に

を進める上で、ちょうど良いタイミング
だったと思います。工場診断の結果は、
基本的には予想していた通りでしたが、
その改善に向けた取組みを一気に進める
のではなく、ステップを踏んで段階的に
進めて行くという提案に大変共感を覚え
て、テクノ経営によるコンサルティング
の導入を決定し、2018年7月から活動を
スタートしました。設計部門の変革は前
例が少なく、難度の高い取組であり、当
初は「負のスパイラルからの脱却」とい
う危機的状況が背景となっていましたが、
現在3年目の活動に取組む社員の意識は
もうそこにはありません。標準化という
指標を確立し、技術が中心となって会社
を成長させていくこと。本来の目指すべ
き姿、業界でトップのエンジニアリング
集団を確立すること。よりポジティブな
意識でプロジェクトのゴールとして設定
されたテーマの実現が、次の100年を目
指した当社の未来の種となると確信して
います。
テクノ経営総合研究所では今後も経営革
新セミナー、1日工場診断を通じて、企
業変革のきっかけをつくるための活動を
推進してまいります。
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なく、急激にこのような状況となったた
め、ある種のパニック状態が技術部内に
発生していました。
　いったいどうしたらこの状況から抜け
ることが出来るのか？その脱却に向けた
検討を進める中、工場に届く多くのセミ
ナー案内の内、「最強の設計部門が利益
を作る」というテクノ経営総合研究所の
セミナータイトルが目に留まり、打開策
のヒントを求めて、技術部のメンバーと
共に参加しました。設計部門のコンサル
ティングというのはあまり聞いたことが
なく、自分自身も今まで設計は、外部か
ら教えてもらうというものではないと考
えていたところがありました。ところが
セミナーで聞いた事例の改革前の姿がま
さしく当時の状況で、当社の悩みと一致
していたのです。セミナーでこのように、
事例として取上げられるということは、
自分達と同じような悩みを持っている会
社は、他にもたくさんあるように感じら
れ、まだまだ何とか立ち直る術はあるの
かなと希望を持つことができました。

　セミナー受講を終えて、コンサルティ
ング導入の検討を進めることを決断し、
すぐに工場診断を受けることになりまし
た。また当社の社長も当時の技術部門の
状況には、非常に危機感を持たれており、
何とか立て直さなければならないという
意識は共通していため、活動導入の検討


